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加 熱 に よ る 硫 碑 宴 の 爆 発

(唱和 29邸 1月 9 Ⅰ】真Ft)

山 本 巌 徳

(XJ.'大学工学革大空棚 Jm

l l暮 T

モ帳 の尽果性'i古く出ertbelotT8j:(JJこのか7=よ
(知られているが.その提菜は一段に尻常･'.･作件のも

とでのみ起るものであるから. 1921年9月の OppAtl

のほ発まではと熊安は非捷費珪物質と同一桃引 てヽい1こ

ようである｡そしてこの相 を英E3として∈鵜吉の姓狩

に関する蛾 換群がかJなり惣蛋的に行われT=が(三),こ

れらの穴於の多 くはモ惟 或は放資と1喉 とのu合挽を

同町ま(=はtt廿付煙薬包をもってI'Tはする方法がとら

れ/こPJ｡か1う1_r勤 -=地 l二1っても‡娘 は常に完

全J=勝 するとは斬首できTJ･､｡王,'こ確 にい くらか

の71放物文がiB在しているC伊菜Lやすくは+_るが.

このJa合i=も胃管の甜 r=感じ7Lいことがある｡株安

脈 てこの無用一二匹して,安々は52々 不発或は即 実

81?生ずる不吉合せ生白Tiて..･る｡.1･.･5聴 ,二切々の

塩ZZILfi見入し/=ときの影 を･･.研究され,'これ (tl故賢の

乱入一三は蛙を格漣ナるE,ので1..-.･というSAl''lderS氏

のer告:こは兵の免租Jl･trLIBともかくbpp･Au性発の

枝{畷 漁74の桔コと･L,云 Jべきものを抑 すると次

のこうにTLる｡

-1fF広 が同化です.二笥荒淵 こもr).市い温度(=加

溢され 軌 ,舵鵬 FニおかれI.ふのは.強烈{JilB

発4r肋を受けると蜂巣するここが多い｡

2 ま/こ数十 kLZのモ校 を邦怒吠耶IT鳩GZL,加わf_I

けでは発させWT二組 例もある｡この噂合には慨

の温BZは約3ccOCここ淫してい/こと見られる｡

3 声帳 に改変Ti,氾大してもは発Lやす くは ILら/I
l､○
しかしま夏が r店 三の 混合ちDか罷'ニよる捷菜の実
良はその粥に乏し ･上)●二見安ナられるのでこの突放
を行つT=E.

2 実 額 拭 科

この異論のE的.土讃安二王絵 とU7iS合歓::いくらか

有故伽 '･王じつJ-こものが,,_の現生の女繋:=上って埠

発すかを鹿討するのrニある.上って三づ班だと搬 と

をある由合によくiRぜf=Ilわ:=外胡 2好の任融点の有
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摂勤を汲7､Ll二糊 をヨ句し''こ｡また捷安とhi長 とを

伝-_>合LI水路講を斬一つめ汝抱して三をつ,+=拝唱 混合物

l:も外相2;Sの有色也をZFえて罪科とし,-I.これら下

記虎合わ合で況合挽約 4COgを敗 台に拡げ7二涙造続

の上にとJ).木蕪コF,でおしつぶしlJからJ:くiR和し

用いT_群僅≡は化学月払印.読宏は工艶朋であI3,読

モ昧 張合輸中の両虎分合和革は次のとおりでよる｡
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Bi ABl.li2及びClこそDEI果方法t外にする｡

( )内のir芦E=控'L･=と硫安の711)Tl分光であ
る｡

整合齢 .こ次のとj-りでちる宇
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二八らのiR合板/_'･円稚 3cmm(内原約 3zntlt.長さ

5[Ommの引抜鋼管(内野㌫約3535cc)内に少Jtづつ木
の経でjっさえて正式す る｡托晩丑.i施 一一385gであっ

たから鼓批 正.ま107-‡0?.pr.tt こなる｡妄言官のLlL7穎

はねぢ+十'7'でしっかりとしめて雄 する｡この細

管の外側J:石鵜の達哉を35さ,その上tここ2I,⊥顔を

巻き･さら!:その外i･石鵜の洋伝て包t;･｡こタt･ム良

¢技圧.鯛 O･aSmzT･,点甘 】寿 二つき約106Ttl-f用い,

そ9:惹抗争2O_n!=とつ1=.

3 粟 戦 方 法

上だ細管と同様･'Jユタd一抜管書の朝菅に診王1=は
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企姐をこOD,花流を通じてこhと円笛物の温度との囲 )408では(1)の横井も不払であっTこo

b約 款l5.-_｡はじめplソ^丁の懲淡を9分服 し/こ その他の敬合はすべで不Wに丁った机 これを誠京

也.I;淀をrT ;ノ̂ Tにおとすと路一定の温度が保Jこ すると次のようl=fJ:る｡

その開雑 件は加 と35｡で 慧軍 政i･荷姿

釈 放'' 舶 ''関川 撃 ㌢r fa庶(oC)(A) (分)

22 tS l8

20 12 1.6

)8 10 14

16 8 12

)3 7 1.0
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(但し生者の用1.1=qLm は輔秤nz拝しhLいもの

であるから,可読故といi･表現丘といいこれらは絶対

的黙伍では''Jい｡ユタt7_鰍主一拡延抗を杓えて畏つ

1このであり.また句読を朽付して亀EZEを一定に綜つ方
法をlBじT_とドつ/ごけの悪縁である.)

Mtl人の鏡℡をは発表内に吊して銘托し,枝葉表外

でスイ1ナ争入れ スタイ〆･/クー:より思故を同好し

てはじめ))̂の匂S;:を†分rNl通じJこ技r̂ 1=おとして
上妃の温度にする｡そして横発の生育1_p摂無しT=｡5

1Jb重10時間の卸mでは発せぬとき;:は実験 î･中止し
L;A

/刺 (→- 一一)
に:===コ=三二二二:コ

(り 48 ∽ FJ E lこ x

(2) 50 50 じ l; x n

(3) dユ 40 E 1:

(7) も7 33 n n n TI

(0 70 30 zl n

(5) 7128 n n

(6) eD 20 n

(8) eO 2O n I) n A

(B)E iB発.n 不i&,x 不馬T.･姥発

寅弊政●ニ151.1て錬腎のmBlがゆるいときには,拭f11

(りを】JLO⇒1=井然しても艇 に至らfJかつ1こ｡兼初は

ゆるい膜丑のもとで多数の無駄な矢掛f/旅立LT=こと
をEy7しておく｡

さてモ旺 の含有JLの舟も多t､Ffl(りのは晃の轍
は患 L婆烈であるとむめちhた外用官を羽くには王
ら1よかつ;_.舗℡の1月推,'f洗いだねぢ●ヤップはPRさ
故かLl,銭菅は邸 袋のnepこ此発し''J二的1:わぢ曲げ
られf二E,三/'=試料(3)ド.''jL､て(士辞照の+ヰ･/71がtliX
かhfこfこすで,外 こせきつけた石1芸妓や占ク L⊂校が

そのままに等つ _̀もの もあっ[=｡

【h実の分笛ガス中E=は屯隊化韮;秦,庁引ヒ蟹諾,W供
成Piアン-eエア噂T.･含L'ことがあるとされている｡lA
L芳井由でのは発Kス軒 :はこJtL'>jC_殆ど埋めず,Lr

7/71

【

4 美 瑛 結 果

モ齢 の多いPC封(I),(2)及vJ(3)紘)600の根

で30･-JO分秒 二姓弗LT二が,蝶 30/'''の(1)は】W'で

もま1_1709でも伊発に至らTjかつ/こ｡Ⅰ500の加矧 ニ35
I.･て(1)は約2時【rI攻′二妨果し1こtJt.(2)及び(3)の

爆発は不詣であって3-5時間'T担果し一二りしなかつた

りであっT二.
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しろ琵安D分併:こ由来すると慧寸'rt'-J触 のFE

lと水菜を映卸し7こ｡J:つてこqJ'坊lELH:はi潜 は

'~わゆる先皇fjl性発分解 (2Xll-HOr･4F-Zこ0+

2hTr Oe)をZiZしこと位解される｡

5 辞 世

二･?実F･.こ上って軌安心･-60%を含L.津絹
匠浪合的)･外用2%の低瞥点の有鎖鞄を含有-JL

るとき,絹管内.こ開拓して加黙されると はトー

]700::おp,lても蜂巣することを知つ/こ｡しかもこの件

菜 :王いわゆる完は.=近.･ものと四カら.ht=｡

古 くから∈ば は2809辺で完牒し

2h-HJh10r･弓‖±0十21'=+02⊥56kcLLl
の分色事式に従うとまわれているが,hL'くLiiL博士C3)は猷

力lJ桓葵の津発37勤,'.･用いJ1:E樋 を軌跡 こしても上

式による妓発分有は,'Iやすくは78られないと漣へてい

る｡上式で:ま>.0-･hTOH:上る弥虎の苑#.はないbけ
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であるが,rl⊥ Saundcrs氏は有髄 を 3(カ○近くで

は発的ここ分解せしめ,爆発生成物 2̂枚附しかつ N'02

の赤鯉を関知して

8NH1h'O汀-1bTl三〇十2h705+4NOTSlTl=

rfろ分解方粗式を･想定Ll.川. Kliat他j=もこれl:rq

志し.3COOuTではは 分塀であるから,分解引足適

∈せま(=爆発的の綿 J:尊 くにはJk初に多丑の熊を与

えねこ王fJ:らねとして'.tる糾｡1917年,乾固 TeェaヨCIL)

及び仏EEBreJtで作物掛こ納まれ1_肥料硝安の大丑が
爆発した机 これに附迎してドイツの EmLl】ianLk氏

は次の緒論をaFい'LO)｡
(l) こhli撮qr四で起った火災から捷巣に≡つT=
ものであるが,火災を監且i:せ,-JT=めtこ…臭気廼bE

及びJ<̂･タ-･Jri･閉ざし こ̀ので船給田の庄が上

昇し,石牧 の分解を促劫する轍 とr+,つた｡

(ll) この肥料石帳 1:は 17.'の^ トt･レSム (ワ<

yy)と5,'iのカ=チタンが告5れて'..る机 この

ものは .TiJl110)998タ,'Iこ水分015タiを含む化学

杓宏に比べてかrLり低温に如 ､てしかも迫か!=分

析する｡班化水系 lタ∠の存在はさ砺≡の瑳性Tt菅し

(頼inするらしい｡

三.-こ^ H.Lld及び H h:oeTleu両氏もモ約旨の加

熊!=よる分解i･1700以上のiRLEで浜村したが,BB放状

TBでは/ことえ舞抑 坂上にbとしでも戦く気化するに

過ぎrJ:い｡そして石板 のほ菜は庶En加奈およLt分院生

成物の述取を防い7_L吻合にのみ起ると考えたく81｡

こhらの抑圧の投では輔安 (改質を浪芭する場合T.I

含めて)の加漁に上る増発:ま300○附近で･なくては包ら

tL-と･,..)ことである｡それ1ニ対して本来鼓では15OO

といういbほA常t:匝',.温BEtニおlてすら捷発を認め

1二｡この詐称 二は加 持変混合物のほか1=伍宅瓜の有複

軸か外封2%缶加引1ているから.】‡ATILk真の述べる

三つ:ニ柵賢の艇 を栂為し''二であろうし,三I'こ添加し

た布告掛 土100OC.Eりも伝い班 で排 し150日では閉

式許せ内の円B:を茶める(=役立ってあろう｡その,'=の

に窮管内の狙丘はこLIT<･臼か･たま王のときよりも砧に
補くなる可任地がある｡反応迅朗 唱;の上昇と共に細

大することを苛dEすれほ,とこか｢尿Trrが300亡近くの

温良1=王で上井し,ここ1=伊発が生起して全鰍 =担二大

し/二ものと延伸する｡

tfも TexaBCLt)の肥料瑞安は弟ホ改称(=恥 し

て,米国鉱山何が閃ま研究した租文C)qlL二は.肥封柵

実に10タ言の鮒 T./加えT_ものを濃制L:)SOL)t=おくと50

分で発火LI=というr己鮮 Jを81用してL､る｡ このP

封は有l栃の旅脚 に近似の払戊のものであるf''･,蘇

突放でZ5C'(Jt初の温度)加熊によろけ乗の茄[こきに
あらぬ狂女にfi.ると考えろ｡

ま1=米柵 での億粟には釣銭S･充分1:強固にするこ

とが必24の抹件と認められ1=机 砿安倉77丘が33%以
下のものでは析様な望固なBBJlのもとl:35卜でも見栄

には妻らTLかつ'._｡この3ZlではeE繁とEr,安とのiE食物

の51･井捷果敢が(-)L=Tjることと対応して当然の事柄

と認められる｡
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